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Summary
 

Effects of fertilizers containing three levels of potassium silicate(PS)and potas-

sium chloride(PC)on the tree growth and the yield and quality of fruits of the“Fuji”/

M26 apple growing on the Kuroboku soil were studied over seven years from 1987 to
 

1993.

Results obtained are summarized as follows;

1.The shoot growth and the increase of trunk girth were the best in the trees to
 

which the low level of PC was applied.On the other hand,growth of both shoot and
 

trunk was worse in the trees given no potassium and in those fertilized with the high
 

level of either PS or PC than in others.

2.Check of the root growth conducted in 1990 on the half of trees planted revealed
 

that PS-fertilizer promoted the growth better than the PC.

3.Flower buds were more abundant in the trees supplied with PS-fertilizer than in
 

those grown without potassium and also than in those given low and medium levels of
 

PC.On the yield of fruits,the trees fertilized with PS was better than those with PC
 

until 1991,but the best yield was obtained in the trees supplied with low and medium
 

levels of PC in 1993.

4.Fruits of the trees given no potassium were small in size and low in acid and sugar
 

contents of their juice.Fruits of the trees fertilized with PS were slightly darker in skin
 

color and slightly higher in sugar content compared with those of trees given the PC
 

fertilizer.Application of the high level of PC increased clearly the acid content of fruit
 

juice.
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5.Leaf analysis showed that the leaf of the tree given no potassium was low in the
 

potassium content and that of the tree given a high level of potassium chloride was low
 

in the magnesium content.

6.The soil fertilized with PS,compared with that with PC,was a little higher in pH
 

and in contents of available phosphates and of exchangeable potassium,calcium and
 

magnesium,and a little bigger in the cation exchange capacity.

(Jour.Fac.Agric.Shinshu Univ.31:21―33,1994)

Key words;“Fuji”/M26,root growth,flower bud formation,fruit quality

緒 言

最近，珪酸カリという新しいカリ肥料が登場し，水稲を中心にしだいに使用量が増加して

いる。珪酸カリは，含まれているカリ成分がく溶性であることと，副成分として珪酸，石灰，

苦土及び多種類の微量要素を含有している点が，これまでの主要なカリ肥料であった塩化カ

リや硫酸カリと異なっている。これまでの実験成績によると ，水稲，野菜類，茶など

において，珪酸カリは塩化カリ及び硫酸カリに比べて増収効果があり，とくに根の生育を良

好にするといわれている。しかし，果樹類についての実験報告はまだほとんどない。

筆者らはかつて，黒ぼく土壌に生育する果樹に対して，炭酸石灰と珪酸石灰の肥効を比

した結果，珪酸石灰の施用によって黒ぼく土壌に生育する果樹の欠点である枝の徒長がおさ

えられ，根の生育が良好になることを報告し ，そして珪酸石灰の肥効は，その中に含有

されている多種類の成分の総合的な効果であることを示唆した 。

珪酸カリ中には，カリ成分以外に，珪酸石灰に似た多種類の成分が含まれていることから，

カリの肥効と同時に，珪酸石灰に似た肥効が期待できるのではないかと考えて，７年間にわ

たる継続実験を行った。

材料及び方法

１．供試土壌，試験区及び供試樹

本実験は，信州大学農学部附属農場の果樹園内で行った。1987年３月に，長さ約42ｍ，幅

約1.8ｍ，深さ約0.9ｍの溝を掘り，溝の周囲を厚さ10mmのベニヤ板で囲い，その中に農学

部構内の黒ぼく土壌の下層土を詰めて供試した。供試土壌の化学的諸性質は表１に示すとお

りであった。

表１ 供試土壌の実験開始前の化学的諸性質

pH 全窒素 有効態
リン酸

リン酸
吸収係数

陽イオン
交換容量 交換性塩基(me／100g)

(HO) (KCl) (mg/100g) (mg/100g) (mg/100g) (me/100g) カリウム カルシウム マグネシウム

5.45 5.04 84.0 3.7 2,070 14.9 0.33 1.53 0.31

１）ブレイ第二法による。
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溝を約６ｍずつ７等分し，無カリ区，珪酸カリ少量区，同中量区，同多量区，塩化カリ少

量区，同中量区及び同多量区を設けた。各試験区の境界もベニヤ板で仕切った。

供試樹は， ふじ」(長ふ６号)/M26で，1987年４月に，２年生苗を各区６本ずつ，約１ｍ

間隔で１列に定植した。1990年12月に１樹おきに掘上げ調査をおこなったために，1991年か

らは各区３樹ずつになった。

苗の植付け前に，各区共通の肥料として１区あたり，過リン酸石灰13kg及び炭酸苦土石

灰16kgを全層施肥した。植付け後の各区のカリ及び窒素の施肥量は，表２に示すとおりで

あった。珪酸カリ及び塩化カリは４月に土壌表面に散肥し，その後軽く耕起した。硝安は，

３月に，そして硫安は９月に土壌表面に散肥した。

２．樹体生育量

表２ 各区における年間のカリ及び窒素施肥量（g）

年次・試験区 珪酸カリ 塩化カリ 硝 安 硫 安
19
87

無 カ リ 区
珪酸カリ少量区
同 中量区
同 多量区

塩化カリ少量区
同 中量区
同 多量区

―
125
250
500
―
―
―

―
―
―
―
40
80
160

75
75
75
75
75
75
75

125
125
125
125
125
125
125

19
88

無 カ リ 区
珪酸カリ少量区
同 中量区
同 多量区

塩化カリ少量区
同 中量区
同 多量区

―
250
500
1000
―
―
―

―
―
―
―
80
160
320

150
150
150
150
150
150
150

250
250
250
250
250
250
250

19
89

無 カ リ 区
珪酸カリ少量区
同 中量区
同 多量区

塩化カリ少量区
同 中量区
同 多量区

―
375
750
1500
―
―
―

―
―
―
―
120
240
480

225
225
225
225
225
225
225

375
375
375
375
375
375
375

19
91
・
19
90

無 カ リ 区
珪酸カリ少量区
同 中量区
同 多量区

塩化カリ少量区
同 中量区
同 多量区

―
500
1000
2000
―
―
―

―
―
―
―
160
320
640

300
300
300
300
300
300
300

500
500
500
500
500
500
500

19
93
・
19
92

無 カ リ 区
珪酸カリ少量区
同 中量区
同 多量区

塩化カリ少量区
同 中量区
同 多量区

―
600
1200
2400
―
―
―

―
―
―
―
192
384
768

360
360
360
360
360
360
360

600
600
600
600
600
600
600

注 1）珪酸カリ施用区と塩化カリ施用区のカリ成分量は同じ。

2）リン酸，石灰及び苦土は試験開始前に各区同量施用ずみ。
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幹周は，毎年12月に，接木部の約20cm上部を測定した。頂枝伸長量は，側枝の先端から

伸長した新梢について，１樹あたり５～６本ずつ測定した。

1990年12月に，１樹おきに半数の個体を掘上げて解体し生体重を測定した。地上部は各年

枝ごとに分け，地下部は，直径2mm未満のものを細根，直径２～10mmのものを中根，直

径11mm以上のものを大根，そして幹に相当する部分を根幹として分別秤量した。

３．収量及び果実品質

花芽形成数は，毎年12月に，頂花芽の数を調査した。着果数は，各樹とも，葉果比が

60～70程度になるように調整した。

果実は，毎年11月上旬に収穫し，果数及び果重を測定した。そして，各樹から代表的果実

を５果ずつ選んで，着色度及び，果肉硬度，糖度及び酸含量を測定した。果色は，日本電色

工業KK製の測色色差計を用いてＬ，ａ，及びｂ値を測定した。果肉硬度は，剥皮後，天

竜精機研究所製の硬度計に直径８mmの針頭を装着して測定した。その後可食部をジュー

サーで破砕搾汁し，得られた果汁について，手持屈折計で糖度を測定し，0.1Ｎ水酸化ナト

リウム液で中和滴定後，リンゴ酸に換算して酸含量を求めた。

４．葉分析及び土壌分析

1993年８月下旬に，樹別に新梢の中位葉を20枚ずつ採取し，80℃で乾燥させて粉砕し試料

とした。分析法は，窒素はセミミクロケルダール法，リンはバナドモリブデン酸法，カリウ

ムは炎光光度法，カルシウム及びマグネシウムは原子吸光光度法を用いた。

1993年12月に，各試験区の深さ約20～30cmの層から土壌を無作為に採取し，風乾後，径

２mmの篩でふるって試料とした。pHは，試料に2.5倍量の蒸留水または１Ｎ塩化カリウ

ム液を加えて振とう後ガラス電極を用いて測定した。有効態リン酸含量は，ブレイ第二法及

びバナドモリブデン酸法を用いて測定した。陽イオン交換容量はセミミクロ・ショウレンベ

ルガー法を用いて測定した。交換性塩基含量は，試料に１Ｎ酢酸アンモニウム液を加えて振

とう後ろ過した液について，葉分析と同じ方法を用いて測定した。

結 果

１．樹体生育量

各区の幹周は図１に示すとおりであった。幹周が最も大きかったのは塩化カリ少量区であ

った。反対に劣ったのは，珪酸カリ多量区及び塩化カリ多量区であった。珪酸カリ多量区の

幹周は，1990年までは他区と大差はなかったが，1991年以後は肥大が劣った。

各区の頂枝伸長量は図２に示すとおりであった。最も旺盛に伸長したのは塩化カリ少量区

であった。無カリ区及び塩化カリ多量区はやや劣った。珪酸カリ多量区では，樹齢とともに

伸長量が低下する傾向が顕著で，1993年は他区に比べて伸長量がかなり劣った。

図３の写真は，1993年12月における各区の代表的樹姿を示したものである。塩化カリ少量

区の樹勢が最も旺盛であり，無カリ区，珪酸カリ多量区及び塩化カリ多量区の樹勢がやや劣

っていることがうかがえる。

なお，実験期間中，枝葉に養分欠乏症状はまったく認められなかった。

２．掘上げ解体調査

信州大学農学部紀要 第31巻第１号 (1994)24
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図１ 珪酸カリ及び塩化カリの施用がリンゴ「ふじ」の幹周に及ぼす影響

図２ 珪酸カリ及び塩化カリの施用がリンゴ「ふじ」頂枝伸長量に及ぼす影響

熊代：黒ぼく土壌に生育するリンゴに対する珪酸カリと塩化カリの肥効 25
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図３ 1993年12月における各区の代表的樹姿

1.無カリ区，2.珪酸カリ少量区，3.珪酸カ

リ中量区，4.珪酸カリ多量区，5.塩化カリ

少量区，6.塩化カリ中量区，7.塩化カリ多

量区
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1990年12月に，半数の個体を掘上げて解体調査した結果は，図４に示すとおりであった。

地上部重は，珪酸カリ施用の３区及び塩化カリ少量区がやや優れ，塩化カリ多量区が最も劣

った。一方地下部重は，珪酸カリ施用の３区が優れ，それに比べて塩化カリ施用の３区は著

しく劣った。したがってＴ／Ｒ率は，塩化カリ施用の３区が高かった。

３．花芽形成数及び収量

図５に示すように，花芽は，1988年（４年生）に初めて形成され，1992年までは年ととも

に急増した。1993年は，各区とも着果量が多かったために前年よりもかえって減少した。珪

酸カリ施用区と塩化カリ施用区とを比 すると，塩化カリ少・中量区がやや少なかった。無

図４ 珪酸カリ及び塩化カリの施用がリンゴ「ふじ」の樹体生育に及ぼす影響
（1990年12月掘上げ解体時）

熊代：黒ぼく土壌に生育するリンゴに対する珪酸カリと塩化カリの肥効 27
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図５ 珪酸カリ及び塩化カリの施用がリンゴ「ふじ」の花芽形成に及ぼす影響

図６ 珪酸カリ及び塩化カリの施用がリンゴ「ふじ」の果実収量に及ぼす影響

信州大学農学部紀要 第31巻第１号 (1994)28
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カリ区は，1990年までは他区とほとんど差はなかったが，1991年以後は他区に比べてやや少

なかった。

果実収量は，図６に示すとおりであった。1992年までは，珪酸カリ施用の３区が他区に比

べてやや多かった。1993年は，各区間の差が大きく，樹勢の旺盛であった塩化カリ少・中量

区が他区よりもやや多く，樹勢の劣った塩化カリ多量区は劣った。珪酸カリ多量区は，樹勢

は劣ったが，収量は塩化カリ多量区よりも多かった。無カリ区は，樹勢はそれほど劣らなか

ったが，収量は少なかった。

４．果実品質

各区の果実品質調査結果は表３に示すとおりであった。

平均果重は，1989年は各区間に差がなかった。1990年以後は，無カリ区が他区に比べて明

らかに小さかったが，その他の区の間にはほとんど差がなかった。

表３ 珪酸カリ及び塩化カリの施用がリンゴ「ふじ」の果実品質に及ぼす影響

年次・試験区 平均果重
（g）

果
L

色
a／b

果肉硬度
（kg） 糖 度 酸含量

(g/100ml)

19
89

無 カ リ 区
珪酸カリ少量区
同 中量区
同 多量区

塩化カリ少量区
同 中量区
同 多量区

266±21
283±27
282±25
276±20
274±24
269±22
265±18

40.9±2.5
39.3±2.0
40.8±2.4
41.3±3.0
41.9±2.9
39.0±1.8
40.5±2.0

2.2±0.2
2.6±0.5
2.5±0.5
2.2±0.3
2.2±0.3
2.3±0.4
2.2±0.4

3.7±0.2
3.6±0.2
3.6±0.1
3.6±0.2
3.6±0.1
3.7±0.2
3.6±0.2

14.5±0.5
15.0±0.6
14.6±0.6
14.4±0.5
14.7±0.5
14.7±0.6
14.5±0.5

0.41±．01
0.42±．01
0.43±．01
0.43±．01
0.42±．01
0.43±．01
0.43±．01

19
90

無 カ リ 区
珪酸カリ少量区
同 中量区
同 多量区

塩化カリ少量区
同 中量区
同 多量区

269±26
290±20
295±25
298±23
287±27
294±28
298±30

33.9±2.4
33.0±1.5
33.6±2.2
32.9±1.6
34.5±2.0
34.5±2.5
33.3±1.7

2.8±0.8
2.7±0.5
2.6±0.4
2.9±0.6
2.7±0.5
2.6±0.4
2.9±0.7

3.5±0.2
3.4±0.1
3.4±0.1
3.4±0.1
3.4±0.1
3.3±0.1
3.4±0.1

15.8±0.5
15.8±0.4
16.1±0.5
16.0±0.4
15.9±0.5
16.0±0.5
16.3±0.6

0.45±．01
0.47±．02
0.49±．02
0.50±．02
0.48±．02
0.50±．02
0.51±．02

19
91

無 カ リ 区
珪酸カリ少量区
同 中量区
同 多量区

塩化カリ少量区
同 中量区
同 多量区

301±12
313±11
320±13
325±13
350±20
344±17
319±14

35.3±2.0
33.9±1.7
34.3±2.1
34.1±1.8
35.5±2.3
35.2±2.0
34.5±2.4

2.9±0.5
3.3±0.9
3.1±0.5
3.1±0.5
2.7±0.4
2.8±0.5
3.0±0.7

3.4±0.1
3.5±0.1
3.5±0.1
3.3±0.1
3.6±0.2
3.6±0.2
3.7±0.2

15.4±0.3
15.6±0.3
15.8±0.3
16.0±0.4
15.6±0.2
15.6±0.2
15.5±0.2

0.36±．01
0.40±．02
0.41±．02
0.41±．02
0.39±．02
0.41±．02
0.42±．02

19
92

無 カ リ 区
珪酸カリ少量区
同 中量区
同 多量区

塩化カリ少量区
同 中量区
同 多量区

289±12
306±11
327±16
317±14
343±18
339±16
320±16

35.9±2.3
32.8±1.9
33.7±2.1
34.9±2.2
36.0±2.1
36.9±2.4
35.6±2.3

2.9±0.5
3.0±0.8
3.0±0.8
2.9±0.4
2.4±0.4
2.5±0.4
2.9±0.6

3.6±0.2
3.6±0.2
3.5±0.2
3.2±0.1
3.2±0.1
3.4±0.2
3.5±0.2

14.6±0.2
15.4±0.4
15.4±0.3
15.5±0.4
14.8±0.2
15.0±0.3
14.9±0.2

0.39±．01
0.41±．02
0.42±．02
0.43±．02
0.42±．02
0.42±．02
0.44±．02

19
93

無 カ リ 区
珪酸カリ少量区
同 中量区
同 多量区

塩化カリ少量区
同 中量区
同 多量区

263±21
287±18
291±22
284±20
296±23
293±25
285±20

33.1±1.4
31.9±1.5
31.7±1.2
31.1±1.4
35.4±2.0
34.7±2.1
33.3±1.8

1.5±0.1
1.7±0.2
1.9±0.2
1.8±0.2
1.4±0.1
1.5±0.2
1.6±0.2

3.6±0.2
3.7±0.2
3.5±0.2
3.5±0.2
3.2±0.1
3.3±0.1
3.4±0.1

13.2±0.2
13.5±0.2
13.6±0.2
13.7±0.3
13.0±0.2
13.4±0.2
13.2±0.1

0.33±．01
0.35±．02
0.37±．02
0.37±．02
0.36±．02
0.37±．02
0.39±．02
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果色は，各区間に大差はなかったが，1990年以後は，珪酸カリ施用の３区が他区に比べて，

わずかにＬ値が低くａ/ｂ値が高い，つまりわずかに濃厚な着色を示した。

果肉硬度は，５年間を通じて各区の間に一定の傾向は認められなかった。

糖度は，1991年以後は，珪酸カリ施用の３区が他区に比べてわずかに高い傾向が認められ

た。1993年は全般的に糖度が低かったが，これは日照量が少なかったことと着果量が多かっ

たためであろう。

酸含量は，1989年は各区間に差はなかったが，1990年以後は明らかに，無カリ区が低く，

塩化カリ多量区が高かった。

５．葉分析及び土壌分析

1993年８月に採取した葉の養分要素含量は表４に示すとおりであった。窒素含量は，珪酸

カリ多量区が他区に比べてやや低かった。リン含量は，珪酸カリ施用の３区が他区に比べて

やや高かった。カリウム含量は，無カリが最も低く，珪酸カリ施用区及び塩化カリ施用区と

も，その施用量が増加するにつれて上昇する傾向が認められ，塩化カリ多量区が最も高かっ

た。カルシウム含量は，珪酸カリ施用の３区がやや高く，塩化カリ多量区が最も低かった。

マグネシウム含量は，カリウム含量とは反対に，無カリ区が最も高く，塩化カリ多量区が最

も低かった。

実験終了時における各区の土壌分析の結果は表５に示すとおりであった。pHは，塩化カ

リ施用の３区が他区に比べてやや低かった。有効態リン酸含量は，珪酸カリ施用区が他区に

比べてやや高く，施用量が増加するにつれて上昇する傾向があった。陽イオン交換容量は，

珪酸カリ中・多量区が他区に比べてやや高かった。交換性カリウム含量は，無カリ区が最も

低く，カリ施用量が増大するにつれて上昇し，塩化カリ多量区が最も高かった。交換性カル

表４ 珪酸カリ及び塩化カリの施用がリンゴ「ふじ」の葉内養分要素含量に及ぼす影響

試 験 区 窒 素 リ ン カリウム カルシウム マグネシウム

無 カ リ 区
珪酸カリ少量区
同 中量区
同 多量区

塩化カリ少量区
同 中量区
同 多量区

2.41±．08
2.34±．08
2.30±．05
2.23±．04
2.45±．09
2.35±．06
2.29±．04

0.138±．05
0.166±．10
0.145±．06
0.146±．07
0.139±．06
0.138±．06
0.136±．08

0.79±．04
1.01±．03
1.12±．04
1.16±．03
1.12±．03
1.19±．04
1.03±．05

1.10±．04
1.26±．05
1.32±．03
1.35±．07
1.20±．09
1.13±．06
0.93±．02

0.292±．05
0.254±．12
0.260±．10
0.231±．09
0.250±．04
0.224±．07
0.193±．03

表５ 珪酸カリ及び塩化カリの施用が黒ぼく土壌の化学性に及ぼす影響

試 験 区
p

(HO)

H

(KCl)

有効態
リン酸
(mg/100g)

陽イオン
交換容量
(me/100g)

交換性

カリウム

塩基 (me

カルシウム

/100g)

マグネシウム

無 カ リ 区
珪酸カリ少量区
同 中量区
同 多量区

塩化カリ少量区
同 中量区
同 多量区

6.56
6.54
6.63
6.68
6.40
6.35
6.24

6.00
5.97
6.05
6.12
5.69
5.60
5.53

12.5
14.9
16.9
19.0
14.7
12.6
11.8

16.5
17.3
18.1
18.3
16.7
17.0
17.6

0.39
0.81
1.26
1.43
0.94
1.38
1.95

2.63
2.95
3.14
3.19
3.01
2.98
2.79

0.61
0.52
0.50
0.47
0.42
0.41
0.38

１）プレイ第二法による。
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シウム含量は，珪酸カリ中・多量区が他区に比べてやや高かった。交換性マグネシウム含量

は，無カリ区が最も高く，塩化カリ施用の３区がやや低かった。

考 察

本実験の無カリ区は，他区に比べて樹体生育はそれほど劣らなかったが，果実が小さく，

果汁中の酸含量が低かった。カリは果実の肥大に強い影響を及ぼし，カリが不足した場合に

は，枝葉にカリ欠乏症状が現われる前に，まず果実の肥大が減退することが，一般的に認め

られている 。供試土壌にはカリ成分がかなり存在していたので，無カリ区においても著

しいカリ欠乏症状は発生せず，樹齢が進み結果量が多くなるにつれて，果実の肥大が劣ると

いう軽度のカリ欠乏状態におちいったのではないかと思われる。ちなみに，葉内カリウム含

量は欠乏限界に近い値を示していた 。

カリはまた，果汁中の酸含量と密接な関係があり，カリが不足すると酸含量が低く，カリ

の多量施用によって酸含量が上昇することも一般的に認められている 。

珪酸カリ施用区と塩化カリ施用区との相違点をあげると，まず，1990年末の掘上げ調査の

結果，珪酸カリ施用区は塩化カリ施用区に比べて，根部の生育が良好であった点があげられ

る。珪酸カリの肥効に関するこれまでの報告においても，イネ，野菜類などでの根の生育が

良好であったことが広く認められている 。また，筆者らがかつて報告した ，珪酸石

灰の施用によって果樹の根の生育が良好になったこととも関連があるように思われる。根の

生育が良好になることの理由はまだ明らかではないが，珪酸カリや珪酸石灰の施用によって，

土壌の酸性化が防止され，有効態リン酸含量や塩基交換容量が高まることも関係しているよ

うに思われる 。

次の相違点として，新梢伸長量があげられる。1991年以後は，珪酸カリ施用区とくに中・

多量区は新梢伸長量は年とともに低下し，樹相が若木から成木に近い状態に変化した。それ

に対して塩化カリ少・中量区は，樹齢が進んでも依然として旺盛に伸長した。一般に，黒ぼ

く土壌に生育する果樹は枝葉が徒長する傾向があり， ふじ」/M26のようなわい性樹におい

てもその傾向は強く，栽培上の大きな問題点になっている 。本実験の塩化カリ少・中量区

は，一般の黒ぼく土壌と同じ樹相を示しているように思われる。

一般に，新梢が強く伸び過ぎることは，同化養分が枝葉のほうにより多く消費され，果実，

根，枝梢内貯蔵などへ分配される量が少なくなり，花芽形成や果実品質が劣るといわれてい

る。本実験においても，塩化カリ少・中量区は，樹体は大きいが花芽形成数は珪酸カリ施用

の３区及び塩化カリ多量区に比べて劣った。

また一般に，着果量が多かった場合には，花芽形成数が減少し，根の成長量が劣るといわ

れている。1990年に，珪酸カリ施用の３区は，収量が他区に比べて多かったにもかかわらず，

花芽形成数が多くまた細根量も多かったことは注目してよいと思われる。花芽の形成には，

根で生産されるサイトカイニンガ密接な関係を有しており，根群が貧弱な場合はサイトカイ

ニン生産量が少く，花芽形成も劣るといわれている 。また，珪酸カリ多量区は，1990年

以後，樹勢がやや劣ったにもかかわらず，収量は塩化カリ多量区に比べて多かったのは，根

の生育が良好であったためかも知れない。
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珪酸カリ施用区と塩化カリ施用区の果実品質を比 すると，大差はないが，1991年以後は，

珪酸カリ施用区のほうがやや優れていた。これは，新梢の伸長がより早期に完了し，同化養

分が比 的効率よく果実に配分されたためではないかと思われる。

摘 要

黒ぼく土壌に，無カリ区，珪酸カリ少量区，同中量区，同多量区，塩化カリ少量区，同中

量区，及び同多量区の７試験区を設けて，リンゴ「ふじ」/M26を植え，７年間にわたって

樹体生育，果実収量及び果実品質を調査した。得られた結果は次のとおりであった。

１．樹体生育は，塩化カリ少量区が最も旺盛で，新梢はやや徒長気味であった。その反対

に，無カリ区，珪酸カリ多量区及び塩化カリ多量区は生育がやや劣った。

２．実験開始後４年目の掘上げ調査の結果，珪酸カリ施用区は塩化カリ施用区に比べて根

の生育が良好であった。

３．花芽形成数は珪酸カリ施用区が多く，無カリ区，塩化カリ少・中量区がやや少なかっ

た。果実収量は，1991年までは珪酸カリ施用区がやや多かったが，1993年は塩化カリ少・中

量区がやや多かった。

４．無カリ区の果実は，小さく，果汁の糖度及び酸含量がやや低かった，珪酸カリ施用区

の果実は塩化カリ施用区のものに比べて，着色がやや濃厚であり，糖度がやや高い傾向が認

められた。塩化カリ多量区の果実は，とくに酸含量が高かった。

５．葉分析の結果，無カリ区のカリウム含量，及び塩化カリ多量区のマグネシウム含量が

著しく低かった。土壌分析の結果，珪酸カリ施用区は塩化カリ施用区に比べて，pHがやや

高く，有効態リン酸，陽イオン交換容量及び交換性塩基の含量がやや高い傾向が認められた。

キーワード： ふじ」/M26，根の生育，花芽形成，果実品質
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